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野をふくめられているが、人類学、社会学と心理学を中心とし、中国の思想を
もとに日本の学知によって補われる。それは個人的な趣味もあるが、基本は中
国の社会転換と文化再生の時代課題に応じている。「私の雑学」において自分
の知識活動と「道徳文章」の最終目的は「倫理の自然化、道徳の事功化」とい
うのは、事実といえよう。
　これまで多くの研究者は中国の近代知識と学科建設における周作人の先駆的
な業績を取り上げてきた。それはたとえば、児童研究、児童文学と民謡蒐集の
提唱、婦人解放、両性の平等と女性学の研究、外国の人類学と民俗学の紹介、
ヨーロッパ文学史と日本文学の科目の新設等々、大学の教育制度の発展と、文
学と思想革命の要求に応じてその具体的な実践と先駆的な業績は忘れるべきで
はない。しかし、私見によれば、周作人の功績は外来の最新学術と知識を取り
入れると同時に、近代性についての思考を近代中国の道徳倫理の確立に集約
し、文化再生の時代課題に応えることにある。ここで、東洋西洋双方の知識は
実践理性の道具となり、そのもとで初期の中国文明は日常的理性と道法自然の
偉大な伝統として発見され、また漢以後とりわけ宋明以来の礼教の形骸化に
「調整」の必要が明らかになったのである。言い換えれば、周作人は知識の生
産と普及を通して道徳倫理の変革という社会目的を実践したのである。それは
彼が五四時期の知識人としての重要な功績であり、私たちに残した貴重な財産
でもある。二十世紀の社会革命と内戦、そして社会主義建設の嵐を経て、今日
の中国において道徳倫理の構築はまだ道遠きことを目の当たりにする時、近代
知識の構築によって文化再生に応じるために生涯励んだ周作人の努力が一層貴
重である。
　道徳倫理観念の再構築に生涯実践した周作人が、人生の後半に日本帝国主義
による侵略戦争と中国の民族的危機に遭遇した際に良き選択をし損ねたこと
は、彼の知識生産と道徳構築と関連する問題の検討に難問を投げかけている。
なぜなら、中日戦争中に敵を協力することは主に政治的な問題であるが、道徳
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倫理の要素も含まれている。ただし、この問題を理解するには他に総合的な解
釈の仕方と分析の視点が必要であり、これは今後の研究に期待するほかあるま
い。
 二〇一八年七月三十一日
